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〈
全
国
の
状
況
〉

　

中
央
省
庁
が
雇
用
す
る
障
害
者
数
の
水
増

し
問
題
で
、
10
月
、
第
３
者
で
つ
く
る
検
証

委
員
会
が
報
告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

松
井
委
員
長
は
「
33
行
政
機
関
の
う
ち
、

28
機
関
で
、
３
７
０
０
人
の
不
適
切
な
計
上

が
さ
れ
、
唖
然
と
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。ま
た
、「
意
図
的
で
は
な
い
と
す
る（
省

庁
の
）
主
張
を
覆
す
証
拠
が
な
い
」
と
し
て

「
意
図
的
な
不
正
で
は
な
か
っ
た
」
と
結
論

づ
け
ま
し
た
。
決
し
て
、
納
得
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
正
確
な
理
解

と
実
践
を
怠
っ
た
各
省
庁
と
、
対
応
を
各
省

庁
に
丸
投
げ
し
、
制
度
の
周
知
や
監
督
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
厚
労
省
の
責
任

に
つ
い
て
は
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　

指
摘
を
受
け
、
政
府
の
関
係
閣
僚
会
議
は

２
０
１
９
年
末
ま
で
に
障
が
い
者
４
０
０
０

人
を
採
用
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
「
公
務

部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
決
定
。
内
容
は
障
害
者
の
採
用
枠

を
新
た
に
設
け
る
こ
と
。
再
発
防
止
策
を
盛

り
込
ん
だ
「
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
」

を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、法
定
雇
用
率
（
２
・
５
％
）

の
早
期
達
成
を
目
指
す
た
め
、
今
年
度
か
ら

選
考
試
験
を
導
入
。
ま
た
、
４
０
０
０
人
の

雇
用
目
標
は
、
常
勤
と
非
常
勤
を
合
わ
せ
た

数
で
、
統
一
試
験
と
は
別
に
業
務
に
応
じ
た

非
常
勤
職
員
の
障
が
い
者
採
用
も
進
め
る
。

さ
ら
に
、『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
』
と
い
っ
た

非
常
勤
か
ら
常
勤
に
な
る
仕
組
み
や
、
常
勤

と
し
て
の
採
用
予
定
者
が
、
採
用
前
に
非
常

勤
と
し
て
勤
務
で
き
る
「
プ
レ
雇
用
」
も
導

入
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
障
害
者
が
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
く
に
は
定
着
の
た
め
の
職
場
環
境
の
整

備
が
不
可
欠
。
ど
う
し
た
ら
能
力
を
発
揮
し

て
も
ら
え
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
、
業
務
内

容
や
進
め
方
、
柔
軟
な
勤
務
制
度
等
の
改
善

は
必
須
で
す
。急
場
し
の
ぎ
で
新
た
な
混
乱
、

差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
の
動
向
を
厳

し
く
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
道
内
の
状
況
〉

　

北
海
道
労
働
局
に
よ
る
と
、
昨
年
度
に
障

害
者
の
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
た
道
内
機
関

は
、
１
９
３
と
国
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、再
点
検
の
結
果
、実
際
に
は
１
７
８
。
道

内
の
14
の
機
関
が
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
達
成
し
て
い

た
と
国
に
不
適
切
な
報
告
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

誤
っ
た
報
告
を
し
て
い
た
の
は
、
岩
見
沢

市
、
稚
内
市
、
士
別
市
、
札
幌
市
交
通
局
な

ど
14
の
機
関
、
道
立
病
院
局
や
、
赤
井
川
村

な
ど
の
３
つ
の
機
関
で
は
未
達
成
の
報
告
そ

の
も
の
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
岩
見
沢
市
が
高

等
養
護
学
校
生
（
岩
見
沢
高
等
養
護
学
校
と

新
篠
津
高
等
養
護
学
校
）
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
（
就
業
体
験
）
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て

い
る
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
は
、
６
月
の
時
点
で
、
障
害
者
雇
用

の
算
入
対
象
に
な
ら
な
い
15
人
の
職
員
を
集

計
に
加
え
て
お
り
、
市
民
か
ら
も
批
判
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
障
が
い
の

あ
る
生
徒
の
立
場
か
ら
「
実
際
に
役
所
の
仕

事
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
改
善
し
た
い
」（
市
職
員
課
）
と
の
ね

ら
い
で
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
障
害
者
雇

用
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、本
人
や
、関
係
者
の
声
を
し
っ
か
り

聞
く
こ
と
や
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
位
置
づ
け

る
な
ど
、様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、雇
用
率
の

達
成
に
誠
実
に
努
力
し
て
い
る
民
間
企
業
か

ら
も
積
極
的
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　「
国
、
自
治
体
が
数
合
わ
せ
に
走
り
、
障

が
い
の
軽
い
人
の
み
を
集
め
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
障
が

い
の
重
い
人
の
雇
用
に
積
極
的
に
責
任
を
果

た
す
べ
き
だ
。
採
用
試
験
で
は
、
知
的
障
が

い
者
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

困
難
さ
を
抱
え
る
人
に
配
慮
し
た
方
法
を
導

入
し
て
ほ
し
い
。」

全
国
育
成
会
連
合
会
　
久
保
会
長

＊
福
祉
新
聞
よ
り
（
10・29
）

障
害
者
雇
用
の
水
増
し
問
題

決
し
て
数
合
わ
せ
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
‼



手をつなぐ育成会げっぽう12月号 2

〈「
全
国
育
成
会
連
合
会
」
と
し
て
〉

＊�
８
月
24
日
、
久
保
会
長
名
で
「
障
害
者
雇
用
促
進

法
に
お
け
る
行
政
の
不
作
為
の
改
善
を
求
め
る
声

明
」
を
発
出
。

＊�

９
月
、
厚
労
省
よ
り
各
障
が
い
者
団
体
へ
障
害
者

雇
用
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
る
。

田
中
統
括
を
は
じ
め
、
連
合
会
役
員
が
出
席
。
育

成
会
の
考
え
方
を
改
め
て
伝
え
る
。

＊�

統
一
試
験
を
実
施
す
る
人
事
院
へ
要
望
。「
こ
の

方
法
で
は
、
自
閉
症
者
や
知
的
障
が
い
者
が
雇
用

の
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
は
」

　

→�

知
的
障
が
い
者
の
採
用
方
法
や
、
試
験
に
お
け

る
個
別
の
配
慮
を
検
討
す
る
と
の
回
答
を
得
る
。

＊�

11
月
20
日
、参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、

『
参
考
人
聴
取
』
が
実
施
さ
れ
、
久
保
会
長
が
以

下
の
項
目
に
つ
い
て
意
見
陳
述
。

　

�「
受
入
に
関
す
る
水
準
の
明
示
」「
雇
用
時
間
、
雇

用
率
算
定
条
件
の
検
討
」「
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
な
業
務
の
切
り
出
し
」「
既
に
存
在
す
る
支
援

者
活
用
」「
障
害
者
雇
用
ビ
ジ
ネ
ス
化
の
懸
念
」「
推

進
の
た
め
の
十
分
な
財
源
確
保
」「
新
た
な
働
き

方
の
模
索
」

★
詳
細
は
道
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
間
の
事
例
等
を
も
と
に
知

的
障
が
い
者
も
き
ち
ん
と
採
用
さ
れ
、
継
続
し
た
雇

協
会
加
盟
　
45
団
体
・
会
員
数
　
13
万
人

全
国
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催

　

10
月
12
日
、
標
記
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
サ
ポ
ー
ト
協
会
、
畑
中
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き

道
、
札
幌
の
担
当
者
、
全
国
サ
ポ
ー
ト
協
会
、
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
の
役

員
の
皆
さ
ん
の
間
で
、
制
度
の
普
及
状
況
、
各
種
事

業
の
実
施
状
況
、
現
在
の
課
題
、
今
後
の
活
動
方
針

等
に
つ
い
て
、
熱
心
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
協
議
に
お
い
て
は
、
全
国
サ
ポ
ー
ト
協
会
、

片
桐
副
理
事
長
か
ら
「
サ
ポ
ー
ト
協
会
、
発
足
時
の

理
念
等
を
振
り
返
る
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
な
お
話

れ
、
損
害
保
険
で
あ
れ
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
が

保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
は
、
除
外
、
拒
絶
、
枠
外

と
い
っ
た
歴
史
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
方
々
の
知
恵

と
力
を
い
た
だ
い
て
現
在
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
サ
ポ

ー
ト
協
会
の
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
単
な
る

保
険
の
代
理
業
務
に
止
ま
ら
ず
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
人
の
生
活
の
支
援
・
安
全
・
安
心
・
安
定
の
提
供
で

あ
る
。」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、『
総
合

補
償
制
度
』
は
、
育
成
会
活
動
と
連
携
し
地
域
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
社
会
貢
献
事
業
で
も
あ
り
、
今
後

の
北
海
道
サ
ポ
ー
ト
協
の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
話
を
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

�

　

心
ほ
っ
こ
り
、手
に
し
っ
く
り
、お
味
抜
群
!!

障
が
い
者
授
産
施
設・通
所
事
業
所

作
品
パ
ネ
ル
展

　

今
年
度
は
、
12
月
第
２
週
の
「
障
が
い
者
週
間
」

の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
11
月
12
日
㈪
～
14
日
㈬
の
日

程
で
、
北
海
道
庁
本
庁
１
階
、
道
政
広
報
コ
ー
ナ
ー

特
設
展
示
場
を
会
場
に
、
平
成
30
年
度
「
障
が
い
者

授
産
施
設
・
通
所
事
業
所
作
品
パ
ネ
ル
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
各
事
業
所
の
紹
介
パ
ネ
ル
の

掲
示
や
、
製
作
し
た
製
品
の
即
売
を
通
じ
て
、
広
く

道
民
の
方
々
に
、
障
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
や
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

例
年
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
障
が
い
者
保
健
福
祉

課
が
窓
口
と
な
り
、
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
１
９
９
０
年
代
、

全
国
育
成
会
は
都
道

府
県
単
位
の
互
助
会

設
立
と
運
営
に
努

力
。
そ
の
後
、
２
０

０
５
年
、
保
険
業
法

の
改
正
に
と
も
な

い
、
健
全
な
運
営
団

体
と
し
て
、
適
用
除

外
を
求
め
て
政
府
へ

陳
情
。
署
名
活
動
等

を
展
開
す
る
も
認
め

ら
れ
ず
、
２
０
０
６

年
、
サ
ポ
ー
ト
協
会

設
立
に
至
る
。
か
つ

て
、
生
命
保
険
で
あ

左端より、全国サポート協会、片桐副理事長・栗崎副理事長・田口
事務局長

用
が
な
さ
れ
る
よ
う

な
環
境
、
仕
組
み
づ

く
り
に
今
後
と
も
全

力
を
挙
げ
て
い
き
ま

す
。
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今
後
の
予
定

12
月
３
日
㈪
～
４
日
㈫　

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
・
ア
リ
オ

12
月
７
日
㈮　

第
３
回　

理
事
会

＊　
　

＊　
　

＊

⃝

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」（
札
幌
）

⃝

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
え
る
む
」（
札
幌
）

⃝

社
会
福
祉
法
人
「
朔
風
」（
札
幌
）

⃝
�

社
会
福
祉
法
人
ゆ
あ
み
会

　
「
工
房
こ
ぶ
し
・
い
こ
い
」（
岩
見
沢
）

⃝

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
栗
の
木
」（
栗
山
）

⃝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
つ
む
ぎ
の
家
」（
砂
川
）

⃝

社
会
福
祉
法
人
ホ
ー
プ
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」（
白
老
）

⃝

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
」（
苫
小
牧
）

⃝

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
は
ま
な
す
」（
帯
広
）

⃝

「
と
つ
た
共
同
作
業
所
」（
帯
広
）

⃝

「
Ｃ
ｏ
Ｋ
ｏ
Ｒ
ｏ　

３
５
７
」（
新
ひ
だ
か
町
）

⃝
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
釧
路
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
「
サ
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
」（
釧
路
）

＊　
　

＊　
　

＊

　

一
日
目
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
、
昼
と

夕
方
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
『
パ
ネ
ル
展
』
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。そ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
っ
て
か
、

３
日
間
で
、
延
べ
１
，
２
４
２
名
の
来
場
者
。
販
売

実
績
は
、
総
額
３
６
４
，
４
７
０
円
と
な
り
、
い
ず

れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
、
足
を
お
運

び
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

�

　

障
が
い
者
ス
キ
ー
大
会

北
海
道
の
冬
こ
そ
み
ん
な
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

少
し
先
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
が
、
年
明
け
の
２

月
24
日
㈰
、「
第
38
回
北
海
道
障
が
い
者
冬
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
が
岩
見
沢
市
の
萩
の
山
市
民
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
冬
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
っ
て
全
道
の
障
が
い
者
ス
キ

ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
今
年
度
も

大
回
転
競
技
と
距
離
競
技
の
２
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

い
が
あ
れ
ば
、
出
場
で
き
ま
す
。

　

参
加
料
は
、選
手
１
名
に
つ
き
、１
，０
０
０
円
。

上
位
入
賞
者
に
は
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

長
く
厳
し
い
北
海
道
の
冬
こ
そ
、
健
康
の
増
進
や

体
力
の
維
持
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
必
要
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
一
日
を
み
ん
な
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

ま
し
ょ
う
。

　

大
会
実
施
要
綱
や
参
加
申
込
書
は
、
左
記
の
主
催

団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
参
加
申
込
は
12
月
21
日
㈮
ま
で
で
す
。

○
主
催
団
体　

北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

URLhttp://w
w
w
.do-syospo.or.jp/

　

℡
０
１
１
―
２
６
１
―
６
９
７
０

　

℻
０
１
１
―
２
６
１
―
６
２
０
１

　

先
日
、
北
広
島
し
ょ
う
が
い
児
者
を
持
つ
親
の
会

よ
り
「
計
画
し
て
い
る
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
を
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
、
う

れ
し
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
即
日
、ア
ッ
プ
。

　

現
在
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検
討

中
で
す
。
お
気
軽
に
、
ど
ん
ど
ん
ご
活
用
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

海
道
精
神
障
害
者

家
族
連
合
会
、
そ

し
て
、
北
海
道
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会

の
３
団
体
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
道
各
地

か
ら
参
加
を
い
た

だ
い
た
事
業
所
で

す
が
、
道
育
成
会

か
ら
は
、
次
に
示

す
12
事
業
所
で
す
。

　

障
が
い
別
に
ク
ラ
ス

が
設
定
さ
れ
、
個
々
の

競
技
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

コ
ー
ス
の
ラ
ン
ク
も
選

択
で
き
ま
す
の
で
、
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

参
加
で
き
る
競
技
大
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
が
い
の
ク
ラ

ス
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
現
在
満
13
歳
以
上

で
、
療
育
手
帳
の
交
付

も
し
く
は
準
ず
る
障
が

北
海
道
育
成
会
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
下
さ
い
。
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他人にケガをさせたり、他人のものを壊して法律上の賠償責任を負ったとき

ＡＩＧ損保の普通傷害保険（2018年１月現在の内容です。）

ＡＩＧ損保生活サポート総合補償制度のご案内

取扱代理店）株式会社ジェイアイシー北海道支店
〒060-0051 札幌市中央区南１条東２丁目
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TEL：011－221－7009  FAX：011－221－1704
受付時間：午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

引受保険会社）ＡIG損害保険株式会社札幌営業支店
〒060-0003 札幌市中央区北３条西４丁目         
  1-1 日本生命札幌ビル17階 
TEL：011－204－7510  http://www.aiｇ.co.jp/sonpo　
受付時間：午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）

北海道知的障害児者生活サポート協会
〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目
かでる２・７ 4階 北海道手をつなぐ育成会内　
TEL：011－251－0855  FAX：011－251－0804
　　　　　　　　　  (A-000811 　2019-12) 

このご案内は保険の概要をご説明したものです。詳細は取扱代理店にお問い合わせいただくか、専用のパンフレットをご参照ください。

手をつなぐ育成会げっぽう12月号 4


